
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書会 

毎月第３日曜日にテーマにそった本を持ち合っ

て行っています。お茶を飲みながら好きな本に

ついて語る会です。一緒に楽しい時間を過ごし

ませんか？ 

Ｎｏ  .１６６ 
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農業コーナー 

農作物の育て方や直売所の経営など農業 

関連の本を集めてあります。やさし 

いものから専門的なものまでありま 

すので、手にとってご覧ください。 

 

大型絵本コーナー 

児童コーナー紙芝居の隣に大型絵本架を設置し

ました。普通の絵本の何倍もある大型絵本。他

の図書と同じように借りることもできます。ご

自宅でもお楽しみください。 
レファレンスサービス（調査・相談） 

図書館司書がみなさんの調べ物のお手伝いをする

サービスです。 

「この本どこにあるの？」 

「このテーマについて情報を集めたい！」 

など、何でも気軽におたずねください。 

２５年４月 祝・読書会１５０回！ 

５月 春のスペシャルおはなし会 

６月  

７月 職業体験 

８月 
図書館員になってみる日 

こわ～いおはなし大会 

９月  

 

１０月 鈴木まもるさん講演会 

１１月 
なじらね？この本 

図書館まつり 

１２月 
読み聞かせ講習会 

クリスマスおはなし大会 

２６年１月 
蔵書点検 

ソファ生地張り替え 

２月  

３月  

４月～ ２６年度もお楽しみに！ 

 

おはなしのじかん 

 毎週土曜日おはなしのへやで行っています。親

子でも友達同士でもご参加ください。 

絵本のよみかたり  午後２時１０分～ 

ストーリーテリング 午後２時３０分～ 

中学生や高校生が図書

館の仕事を体験。 

小学生の 

図書館員体験 

鳥の巣についての 

楽しい講演会 

みなさんから 

おすすめの本の紹介 

雑誌リサイクルや 

おはなし会など。 

ビジネスコーナー 

資格や面接、事務実務など、現在仕事

をしている人から、これから就職をす

る人まで役立つ資料を集めています 

 

http://www.specialsite2.city.niigata.jp/minamiku/assets_c/2014/02/IMG_2054-18161.html
http://www.specialsite2.city.niigata.jp/minamiku/assets_c/2014/02/IMG_2051-18158.html


 

 

 

 

                 

 

◆『マンボウ最後の名推理』◆ 

北 杜夫/著 （青春出版社） 

マンボウシリーズはエッセイがほとんどだが、この

本は小説。作者の妄想物語ともいえると思う。名（？）

探偵の作者が出てきて事件を次々と解決…とはいか

ず、なかなかの迷推理。作者のジョークが面白く、

勉強の合間に楽しめる本。 

 

◆『みみをすます』◆ 

谷川 俊太郎/著 （福音館書店） 

6 編の長い詩がのっている本。数学などを勉強のと

きに左脳が活性するので、この本で想像をふくらま

せて右脳を活性させて左右の脳をバランスよく使え

るのではと選んだ。生命に関することなど、とにか

く深いなあと思う。 

 

◆『外郎売』◆ 

長野 ヒデ子/絵 齋藤 孝/編 （ほるぷ出版） 

歌舞伎の口上の中からピックアップして絵本にした

もの。『外郎売』はアナウンサーの訓練にも実際に使

われているもので、音読してみるとなかなか口がま

わらない。勉強の合間、早口ことばでリフレッシュ

できるのでは。 

 

◆『ふたりはきょうも』◆ 

アーノルド・ローベル/作 三木 卓/訳 

（文化出版局） 

がまくんとかえるくんの教科書にも載っているシリ

ーズの一冊。ふたりのやりとりがなんともほのぼの

としており、気持ちがほっこりあたたかくなる本だ

と思う。 

 

 

 

 

 

 

◆『はつてんじん』（落語絵本）◆ 

川端 誠/作 （クレヨンハウス） 

小学校の読み聞かせで紹介した本。普段の読み聞か

せは淡々と読むが、落語絵本に限っては、役になり

きって読み聞かせる。 

絵が独特で文字も多いから、子どもはなかなか自ら

進んで手に取らないかもしれない。しかし、落語の

「おち」は高学年くらいの大きい子だからこそ楽し

めるものだと思う。落語絵本シリーズの他のものも

おすすめ。 

 

◆『ちょっと面白い話』◆ 

マーク・トウェイン/著 （旺文社） 

短い詩やおはなしが入っている本。ちょっとした空

き時間に読みやすく、思わず笑ってしまうような話

がたくさんある。 

 

◆『テレフォン・セラピー』◆ 

野中 柊/著 （新潮社） 

作者のかわいらしさと前向きさに、自分も前向きに

頑張ろうと思える本。 

 

 

そのほかにも紹介されました！ 

◆『大学図鑑!  2014』◆ 

◆『言語小説集』◆ 

◆『ラン』◆ 

◆『もりのおふろやさん』◆ 

◆『ショート・トリップ』◆ 

 

NO.160 

  2月 23日(日) 

参加者  5名 

月の読書会 

今月のテーマ 

「勉強の合間に読みたい本」 

次回の読書会 

読書会は好きな本を持ち寄っておしゃべりする、午後のお茶会のような集まりです。 

3月 16日 (日) 午後 2時～ 

会場 白根学習館ルーム２ 

 

「春一番に読みたい本」 

 

3月の読書テーマ 

 申し込みはいりません。気軽に本の話をしましょう。おいしいお茶とお菓子

を用意してお待ちしています。          白根図書館友の会共催 

ちょっと気分転換になるような、読みやすい本が紹介されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

漱石 ほか/著 

光文社 

 

3/8(ルーム4 、5)  

午前 10 時～ 

3/22(ルーム4 、5)  

午前 10 時～ 

 

おはなしかご例会 

毎月第二、第四土曜日 

※白根図書館で活動しているボラ

ンティアグループの勉強会です。 3/7(金) 3/14(金) 3/21(金)  

3/28(金) 4/2(水) 

白根図書館休館日  毎週金曜日・毎月第一水曜日 

  

絵本のよみかたり 

午後 2 時 10 分～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ      

午後 2 時 30 分～ 

おはなしのじかん 

    毎週土曜日 

2 月の来館者数…… 14,470 人     

 

3/16(ルーム 2) 午後 2 時～ 

読書会 

(毎月第三日曜日に開催) 

白根図書館４/３までの行事   

4 月のブックスタートは 

3 日(木)です。 

 

 

「早春」 

 
 

 

 

キャラリン・ビーナー/ぶん 

マーク・ビーナー/え  

せな あいこ/やく  

評論社 

 

 

木々が芽吹き、生き物が動き出すとき。 

ちょっぴりさびしいお別れと、 

希望に満ちた出発のとき… 

そんな“早春”の本を展示します。 

夏目漱石、宮沢賢治、太宰治…誰もが知っている文豪たちを始めとした、32

人の著名人が、学生に向けて説いた、「学ぶとは？」「生きるとは？」「自立とは？」

などの人生論が詰まった一冊です。 

人生論といっても堅苦しい雰囲気ではないので、目次を見て、読みたい著者のペ

ージから気軽に開いてみてください。この本の副題の通り「さっそうたる明日」

をむかえられるような、希望に満ちたメッセージが見つかるかもしれません。 

3月に卒業を迎え、新しい生活が始まる学生さんはもちろんですが、かつて学

生だった大人の皆さんにも、著名人たちが学生に送った「送辞」のようなこの本

を、読んでみてほしいと思います。    

（大橋） 

 

朝見たら、昨日作ったはずのゆきだるまの口がまがっていたり、背が縮んで

いたりしたことありませんか? もしかしたらそれは、夜のうちに動き出してい

るのかも！？みんなが寝静まったあとの夜の世界を、ちょっとのぞいてみませ

んか？絵の中には、ちょっとした仕掛けがかくれているので、全ページ隅々ま

でよ～く見てくださいね！何があるのか最後のページまでお楽しみに！『ゆき

だるまのクリスマス！』もあわせて楽しんでくださいね。    

（早川） 



 

月潟図書館だより 
２０１４年 ３月 

  

編集・発行 新潟市立月潟図書館 

〒950-1304 新潟市南区月潟1417番地   電話：025-375-3001  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

       

 

月潟図書館 ３月のカレンダー 
休館日 

3月3日（月）、5日（水）、10日（月）、17日（月）、

21日（金）、24日（月）、31日（月） 

開館時間 

火曜～金曜 ： 午前10時～午後7時 

土曜～日曜 ： 午前10時～午後5時 

 

 今年度の蔵書点検が無事終了しました。2月

１３日（木）から通常どおり開館し、皆様にご

利用いただいています。 

 蔵書点検では月潟図書館の蔵書を一冊ずつ

点検し、資料が正しい場所に置いてあるか、行

方不明のものはないかを確認しました。 

１週間にわたり休館させていただき、ご不便

をおかけしましたが、皆様のご理解とご協力に

感謝申し上げます。 

ブックカートが３台入りました。正面入口の左手

に設置しましたので、どなたでもお気軽にご利用く

ださい。一度に多くの本を借りるときや、重い本を

持って館内を移動したいときに便利です。 

ブックカートを使って、ゆっくりと本をご覧くだ

さい！ 

蔵書点検にご協力いただき 

ありがとうございました 




